
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 48 生物の分類 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（筑波大附高） 

 

 

 

 

解答は次のページ 



  

 

 

 1    

（1）「塾技 47  」（1）より，アとわかる。 

 ア 

 

 
 
 

（2）消去法で考えていくとよい。 

「塾技 44  」より，アは根の断面図と考えられる。一方，「塾技 44  」より，イは単子葉類の茎

の断面，ウは双子葉類の茎の断面と考えられる。残りはエとオであるが，「塾技 47  」（1）より， 

イヌワラビは道管と師管の束である維管束をもつため，オと考えられる。なお，イヌワラビの葉の

柄は，オのように維管束が 2つ通っている。 

 オ 

 

 
 
 

（3）「塾技 48  」のシダ植物の  より，グループ B はシダ植物とわかり，2 つのうちの 1 つはウの

スギナとわかる。アのホウレンソウとカのオジギソウは，種子植物のうち胚珠が子房でつつまれた

被子植物で，オのソテツは，種子植物のうち胚珠がむき出しである裸子植物，エのワカメは藻類（光

合成は行うが，植物の仲間には含まれない）となるので，残り 1 つのシダ植物は，イのヘゴとわか

る。 

 イ，ウ 

 

 
 
 

（4）「塾技 48  」の植物の分類を参照。 

①の分類の基準はウ（種子をつくるか，つくらないか）で，種子をつくらない植物は②の基準であ

るアとオにより，根・茎・葉の区別がなく維管束がない Aのコケ植物と，根・茎・葉の区別があり

維管束がある Bのシダ植物に分類できる。一方，種子をつくる種子植物は，③の基準であるキ（子

房の中に胚珠があるか，胚珠がむき出しになっているか）で，Cの裸子植物と，D・Eの被子植物に

分類でき，D・E はさらに④の基準であるエとカにより，子葉が 1 枚でひげ根の単子葉類 D と，子

葉が 2枚で主根と側根をもつ双子葉類 Eに分類できる。 

 エ，カ 
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